
） ＋

  （参考：地財計画 1.3%増）

（１）歳入関係

※市債依存度：10.7%（前年度 10.8%）うち通常債の依存度：6.6%（前年度 7.5%）

（R1:

　うち財政調整基金繰入金 5.0 10.3 △ 5.3 △ 51.5%

　うち通常債 95.6 108.3 △ 12.7 △ 11.7%

基金繰入金 12.3 26.0 △ 13.7 △ 52.7%

市債発行額 154.6 156.3 △ 1.7 △ 1.1%

　うち臨時財政対策債 59.0 48.0 11.0 22.9%

　令和２年度当初予算は、計画期間の３年目を迎える「第七次前橋市総合計画」に位置
付けた事業の着実な推進や、これまで進めてきた地方創生に関する事業、さらにはまち
づくりのキーワードである「地域経営」の取組を進めることを基本として、未来に向
かって更なる一歩を踏み出せるような予算としています。

（単位：億円）

区 分 2年度 元年度 対前年 伸び率

令和２年度当初予算概要

１．一般会計予算額

1,443.2 億円 1,441.0 2.2億円 0.2%増

市税収入 535.9 537.0 △ 1.1 △ 0.2%

地方交付税 123.0 113.0 10.0 8.8%

1,396.5 1,387.2
1,365.4

1,428.9 1,431.9
1,476.5 1,458.9

1,434.3 1,441.0 1,443.2

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

一般会計 当初予算額の推移

152.3 158.7 157.3 149.9 145.7
129.4 121.9

111.2 117.6 111.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

普通交付税の推移

5.0
8.3

12.0 14.5 13.3

22.2 20.0
14.8

10.3
5.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

当初予算における財政調整基金繰入金の推移

※H30までは決算額、R1は3月補正後の予算

合併特例措置(H17～R1)が終了 R2-H26=△38.9
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（２）歳出関係

※億円単位のため、千円単位と伸び率が一致しないものがある。

（３）基金残高、市債残高（Ｒ２年度末見込）

・財政調整基金 （Ｒ１末

・市債残高 （Ｒ１末

　うち通常債 （Ｒ１末

２ ．予算編成の基本方針

　より一層厳しい財政状況が見込まれる中、第七次前橋市総合計画や地方創生の取組の
推進、地域経営の視点や効率的な事業運営などを基本的な考え方として、多様化・高度
化する市民ニーズを的確に把握するとともに、事業効果や成果の検証を十分に図り、限
られた財源を有効に活用することにより、持続可能なまちづくりを実現するということ
を当初予算編成の基本方針としました。

1,569.8 億円 1,559.7 億円) 10.1億円

936.8 億円 936.6 億円) 0.2億円

　うち単独 89.6 88.3 1.3 1.5%

62.1 億円 60.7 億円) 1.4億円

投資的経費 192.2 220.6 △ 28.4 △ 12.9%

　うち補助 98.2 127.6 △ 29.4 △ 23.0%

扶助費 325.2 308.1 17.1 5.6%

公債費 153.6 149.4 4.2 2.8%

人件費 221.0 212.8 8.2 3.9%

　うち退職手当 14.4 12.3 2.1 17.1%

（単位：億円）

区　　　分 2年度 元年度 対前年 伸び率

255.3 256.8 258.8
275.6 290.2

308.4 303.3 316.6 328.3 325.2

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

扶助費の推移

88.6
98.4 100.8

72.8

100.4
82.7

70.7 62.7 60.7 62.1

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

財政調整基金残高の推移

1,021.5
986.2 991.4

967.9
934.2 935.0 939.6 921.5 936.6 936.8

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

市債（通常債）残高の推移

※H30までは決算額、R1は3月補正後の予算

※H30までは決算額、R1は3月補正後の予算

※H30までは決算額、R1は3月補正後の予算
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予防接種事業（乳幼児、児童生徒に対する各種予防接種の無料化継続） 1,027,546 26

充実 猫の去勢・不妊手術費補助金（補助金総額を増額） 7,000 26

新規 被保護者健康管理支援事業 5,204 24

がん検診事業（検診費用の無料化を継続） 1,171,288 25

福祉医療費支給事業 2,749,296 19

新規 福祉作業所及び夜間急病診療所の移転新築に伴う設計業務 91,499 18、26

（３）生涯活躍のまちづくり（健康・福祉）

新規 要医療重症心身障害児(者)訪問看護支援事業 4,650 18

新規 産婦健康診査（産後2週間・1か月の産婦を対象に健康診査を実施） 23,619 25

充実 不妊・不育治療費助成（一般不妊治療助成単価の上限を増額) 97,710 25

認定こども園施設給付（49→50園） 6,509,098 22

民間保育所の運営委託（24→23園） 2,657,205 22

充実 タイガーマスク運動支援事業（支援額を増額） 2,827 21

新規 民間保育所・認定こども園へ保育支援員を配置 109,500 22

充実 放課後児童クラブの運営（73→77クラブ） 1,094,376 20

充実 病児保育事業運営委託（3→4施設） 46,228 21

（２）希望をかなえるまちづくり（結婚・出産・子育て）

新規 結婚応援パートナー支援事業 300 11

永明公民館整備事業（設計、造成、本体工事に着手～R3） 299,960 46

新規 スクールロイヤーの設置 2,500 49

充実 地域寺子屋事業（17→19会場：全中学校区での実施へ） 10,576 43

校舎等大規模改修事業 1,371,768 44～45

新規 44

充実 小学校教科指導講師の配置（10→13人） 24,088 44

｢前橋版コミニュティスクール｣として学校支援協議会制度を推進 100

充実 特別支援学級介助員の配置（60→63人） 67,628 44

充実 中学校校務補助員の配置（7→10人） 8,312 44

３ ．主な予算の内容

　第七次前橋市総合計画の6つのまちづくりの方向性（柱）ごとに関連する主な事業に
ついて記載しています。

（単位：千円）

（１）人をはぐくむまちづくり（教育・人づくり）
内示資料
ページ
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充実 指定避難所の環境整備(トイレの洋式化、テレビアンテナ等の整備） 29,829 42

新規 新最終処分場の建設に向けた基本計画の策定等 10,130 28

新規 耐震診断済住宅無料訪問相談業務委託の実施 1,260 41

充実 嶺公園樹林墓地の造成 130,000 39

新規 高齢者避難情報コールサービス 490 42

充実 新エネ・省エネ機器導入補助(蓄電池設置費助成を追加) 5,500 15

新規 ｷｬｯｼｭﾚｽ決済(LINE Pay収納)の拡充(市県民税(普徴)､固定税・都計税､軽自税､国保税） 17

新規 ユニバーサルデザインタクシー導入補助金 1,000 14

充実 前橋版ＭａａＳ環境構築事業 30,000 15

新規 2020年全国高等学校総合体育大会(空手道・サッカー) 27,073 48

新規 群馬総社駅西口新設等調査設計業務 40,000 14

新規 上毛線片貝駅東口の新設 8,536 14

（６）持続可能なまちづくり（都市基盤）

市庁舎一部改築（議会棟）工事 387,010 11

充実 まえばし赤城山ヒルクライム大会 24,891 47

充実 オリンピック・パラリンピックホストタウン 69,974 47

中心市街地再生事業 751,037 40

充実 マイナンバーカード交付事業 188,337 17

上武道路「道の駅」設置事業 2,159,500 36

（５）魅力あふれるまちづくり（シティプロモーション）

シティプロモーション事業 17,761 11

新規 新製品・新技術開発推進(成長企業ステップアップ補助金） 3,000 34

新規 新産業団地(西善中内、駒寄スマートＩＣ周辺)の造成等 759,361 59

新規 創業支援事業(スタートアップオフィス支援補助金） 1,000 33

充実 経営支援事業(設備投資促進補助金：補助金総額の増) 25,000 33

新規 養蚕産地育成事業(養蚕の効率化のための機械導入補助金) 1,074 30

充実 商店街リフレッシュ事業(街路灯等補修補助金） 16,800 31

（４）活気あふれるまちづくり（産業振興） 内示資料
ページ

認定農業者等担い手支援事業 60,441 29

（単位：千円）
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　■新議会棟（イメージパース）

■新道の駅（イメージパース）

83.7 77.3

47.7

83.9
83.0

32.6 33.9

58.7

△ 7.7
6.5

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

プライマリーバランスの推移

※H30までは決算額、R1は3月補正後の予算

(単位：億円)

・プライマリーバランスは、基礎的な財政収支を示すもので、「市債発行額を除いた歳入総額」から「市債の元利償還

金を除いた歳出総額」を差し引いて計算されます。

・この差がプラスになれば、借金以外の「自前の収入」が支出を上回ることになり、健全な財政運営につながるものと

考えられます。

・逆にマイナスになった場合は、借金以外の｢自前の収入｣よりも支出が大きい状況となるため、結果的に将来に｢ツケ｣

を回すことになります。

・このため、地方公共団体としてプライマリーバランスに留意しながら、財政運営する必要があります。

・なお、予算の場合は歳入歳出総額が同額であるため、マイナスの場合は市債償還額を上回る市債を発行していること

になり、市債残高が増えてしまうということになります。

（本指標では、実質的に地方交付税と捉えられる「臨時財政対策債」を「自前の収入」として計算しています。）
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